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乳幼児期から
家庭で読み聞かせをしてあげましょう

 

学校の

 

図書室や図書館に行き
本を手に取ってみましょう 

新しい発見や素敵な本との出会いが

待っています。１か月に１冊、本を

読んでみましょう。

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

概要版 

青森県子ども読書活動推進計画（第三次）
  計画期間 平成２７年度～平成３１年度 

青森県教育委員会  

 

第三次計画はホームページに掲載しています。 

http://www.pref.aomori.lg.jp/bunka/education/dokusho.html 

問 生涯学習課 企画振興グループ TEL 017-734-9888 

子どもの読書に関する記念日 

 

 

 

 

 

絵本週間（3月27日～4月9日） 

子ども読書の日(4月23日) 

こどもの読書週間（4月23日～5月12日） 

図書館記念日（4月30日） 

学校図書館の日（6月11日） 

文字・活字文化の日（10月27日） 

読書週間（10月27日～11月9日） 

あおもり冬の読書週間（小寒～大寒をはさむ３週間） 

まずは 
保護者の皆さんが自ら読書に親
しみお子さんと共に読書の楽し
さを分かち合いましょう 

子どもは、読書をする大人の姿を

見ることで、読書意欲を高めてい

きます。読書は、家族間のコミュ

ニケーションを深めることにも

つながります。  

啓発小冊子「絵本でゆたかな親子の時間」

　未来をつくる子どもたちが読書に親しみ、自主的に読書活動をするためには、社会
全体で積極的にそのための環境の整備を推進していかなければなりません。
　県は、第一次、第二次の「青森県子ども読書活動推進計画」の理念を継承しつつ、
情勢の変化と課題を踏まえ、ここに新たな推進計画を策定しました。

  
  

  

（（子子どどもものの読読書書活活動動のの推推進進にに関関すするる法法律律第第２２条条））

子どもの読書活動は、 
「言葉を学び、感性を磨き、
　　表現力を高め、創造力を豊かなものにし、
　　　人生をより深く生きる力
　　　　を身に付けていく上で欠くことのできないもの」

県教育委員会では、乳幼児期からの家庭での

読み聞かせの大切さについてお伝えする

啓発小冊子を配付しています。

青森県立図書館  児童閲覧室
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 課  題 

子どもの

読書活動

を支える

環境の整

備・充実 

青 森 県 子 ど も 読 書 活 動 推 進 計 画 （ 第 三 次 ） 概 要  

 基本方針 推 進 方 策 

子どもの

読書活動

に関する

理解と関

心の普及

・ 啓 発 

 市町村におけるブックスタート実施率 

（Ｈ２５⇒Ｈ３１） 

６２．５％（２５市町村） ⇒ ８０％（３２市町村） 

 １か月に１冊も本を読まない児童生徒の割

合（Ｈ２５⇒Ｈ３１） 

小学生  ９．５％ ⇒ ５．０％ 

中学生 ２２．７％ ⇒ １１．５％ 

 市町村子ども読書活動推進計画の策定率 

（Ｈ２５⇒Ｈ３１） 

７２．５％（２９市町村） ⇒ １００％（４０市町村） 

 公立図書館等における児童書の貸出冊数 

（Ｈ２５⇒Ｈ３１） 

７１８，１０８冊　  ⇒　９００，０００冊 

 ボランティアと連携している公立図書館の

割合（Ｈ２５⇒Ｈ３１） 

７２．５％ ⇒ １００ ％ 

 学校図書館図書標準の達成率 

小学校 ３１．８％  ⇒ ５０．０％（Ｈ２５⇒Ｈ３１） 

中学校 ２３．３％  ⇒ ４０．０％（Ｈ２４⇒Ｈ３１） 

 公立図書館等と連携する学校の割合 

（Ｈ２４⇒Ｈ３１） 

小学校 ５５．６％  ⇒ ７０．０％ 

中学校 １４．５％  ⇒ ２０．０％ 

 ボランティアと連携している学校の割合 

（Ｈ２４⇒Ｈ３１） 

小学校 ６５．５％  ⇒ ７５．０％ 

中学校 １７．６％  ⇒ ３０．０％ 

 学校図書館における図書情報のデータベ

ース化率（Ｈ２４⇒Ｈ３１） 

小学校 ５４．７％  ⇒ ７０．０％ 

中学校 ５３．９％  ⇒ ７０．０％ 

 子どもの読書活動の大切さについて保

護者の意識を啓発する取組の実施率 

（Ｈ２５⇒Ｈ３１） 

３２．５％（１３市町村）  ⇒  ５０％（２０市町村） 

計画の推進にあたっては、設定した数値目標について毎年度文部科学省や県立図書館が実施する調査等によって進捗状
況を把握し、計画を着実に推進していくよう努めます。 

１ 公立図書

館の機能強

化と図書館

未設置の解

消 

２ 乳幼児期

からの家庭

での読み聞

かせの浸透 

３ 読み聞か

せボランテ

ィア等の育

成と支援 

４ 学校図書

館の更なる

充実と公立

図書館との

連携・協力 

５ 読書離れ

への対応

（不読率の

改善） 

現状からの目標値 

 

１家庭における子どもの読書の機会の充実 

 

 

２地域における子どもの読書の機会の充実 

 

 

 ３学校等における子どもの読書の機会の充実

 

１地域における環境の整備・充実 

 

 

 

 

 

 

２学校における環境の整備・充実 

１子どもの読書活動に関する啓発の推進 
地域、学校、図書館、企業や民間団体等との連携を図りながら、より充実した啓発活動が展開されるよう働きかけると

ともに「読書週間」、「あおもり冬の読書週間」、子どもの読書活動を推進する大会においては、全県的な子どもの読書活動
の推進を図る啓発活動を行う。 

２優れた取組に関する情報収集と情報提供 ・３優良な図書の普及 
学校、図書館、民間団体等における優れた取組に関する情報の収集・提供に努めるとともに優良な図書を家庭・地域に紹

介し、優良な図書が、子どもの身近なところに置かれ、いつでも触れることができるよう働きかける。 

家庭においては、保護者が読書に対する理解を深め、自ら読書に親しむことが大切。また、子ども
と共に読書の楽しさを分かち合い、家族間のコミュニケーションを深め、読書が生活の中に位置付け
られることが大切。祖父母による子どもの読書活動への関わりも考慮することが必要。 

地域においては、身近に本に親しむことができる図書館が重要な役割。全市町村に図書館が設置され、子どもに読書の
楽しさを伝え、読書活動を推進していくための様々な活動を展開していくことが望まれる。

 

 

幼稚園･保育所等では、子どもが絵本や物語に親しむ活動が大切。また、保護者に対して読み聞かせの大切さや意義
を広く普及することも求められる。
小・中学校、高等学校では、読書の機会の充実や図書の紹介、読書経験の共有により、様々な図書に触れることが重

要。また、各教科等において、学校図書館の活用を拡大し、多様な読書活動を指導計画に位置付けることが必要。

 

子どもが生活する地域に読書活動を楽しむ図書館があり、そこに豊富な蔵書が整備されていることが必要。 
（１） 図書館等に求められること  

① 図書の整備・充実  ② 貸出サービス体制の整備・充実  
③ 図書館等の情報化  ④ 児童室等の整備  
⑤ 司書及び司書補の配置 ⑥ 職員研修の充実  
⑦ 障害のある子どものための諸条件の整備・充実 ⑧ 運営の状況に関する評価等の実施 

（２） ボランティア、民間団体・企業に求められること  
① それぞれの活動内容やニーズ等の情報の共有  
② それぞれが持つ知識や経験、ノウハウを活かしながら相互に高めあっていく取組が必要  
③ パートナーシップによる取組の推進 

学校においては、多様な図書に触れ、読書の幅を広げることができる環境の整備が必要。また、子どもの読書活動を支
援し、読書指導を充実することにより、読書の量を増やすことと読書の質を高めることが求められる。 
学校図書館は、「読書センター」と「学習・情報センター」としての機能を果たし、学校教育の中核的な役割を担うこ

とが期待される。さらに、児童生徒の「心の居場所」としての機能を充実させていくことが期待される。 
（１）家庭・地域との連携による読書活動の推進 （２）幼稚園・保育所等の環境整備  
（３）学校図書館の機能の整備・充実  （４）図書の整備・充実 
（５）情報化の促進     （６）司書教諭を中心とした教職員間の協力  
（７）学校図書館担当職員（いわゆる学校司書）の配置 

おさかな

子どもが

読書に親

しむ機会

の充実に

向けた取

組の推進


